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Teaching Korean language by using Google Classroom :
Focusing on on-demand distance learning
 
 
Google Classroom を利用したハングル授業の実践 
－「ハングルⅠ」（オンデマンド型遠隔授業）を中心に－ 
 
Teaching Korean language by using Google Classroom : 
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プロローグ 
 授業開始時間と同時に，Google フォームで作っておいた「授業フォーム」(1)を Google Classroom の
授業タブに追加し，直後にストリームタブにその「授業フォーム」を受ける（解く）よう掲示する。受
講生からの連絡に備えて Gmail と Google フォームを立ち上げ，受講生の反応をひたすら待つ。受講
生が本当にこの指示を見ているのか，指示に従って「授業フォーム」をちゃんと受けてくれるのか，不
安なまま PC の画面を見続ける。 
 数十分が経過すると Google フォームの「解答」タブの上に黒地に白抜きの丸数字➊が表示され，そ
の数はだんだん増えていく。指示が伝わっていたことに安堵しながら，私は解答タブの「概要」をチェ
ックし，点数分布などを確認した上で，「個別」タブをクリックして個別の解答の確認とフィードバッ
クを始める…。これが私の 2020 年度前期のオンデマンド型遠隔授業であった。 
 
遠隔授業の始まり 
 2019 年末，中国武漢でコロナウィルス COVID-19 が発生し，瞬く間に中国全土へ，さらに全世界




初に出されたのが 2020 年２月３日(2)。２月 15 日に第二報(3)，３月２日に第３報(4)，３月 10 日に第４
報が発表されている(5)。 
 2020 年度の開講延期が発表されたのが３月 23 日のメールであり，その時点では前期授業開始日が
4 月 21 日(火)に，のちに紹介する「ハングルⅠ」を含む共通教育科目開始日は 4 月 22 日(水)と設定さ





 ４月 15 日には学長名で『学院の未曽有の危機に ICT 化のさらなる推進について』という文書が










































































Google Classroom とは Google 社が提供している LMS である。2016 年９月から武庫川女子大学に
おいて Google Classroom と@mwu.jp の使用が始まった。他の LMS に比較すると説明が少なく一見









 他の LMS であれば「小テスト」「アンケート」は LMS 内の機能として存在しているが，Google 
Classroom でこれらの機能を使うには別アプリである Google フォームで小テストやアンケートを作
成し，それを「授業タブ」に組み込んで利用することになる。 






























・Google Chrome。インターネットブラウザで，@mwu.jp のログインが必須である。 
 ・TunesToTube。音声を動画に変換するためのWeb 上のアプリである。 
 ・「ガラケー」ことフィーチャーフォンの録画機能，のちに Zoom の録画機能。 
 ・Gom Encorder。動画ファイルを編集するためのアプリ。 
  ・Microsoft Excel および Google スプレッドシート。成績処理のために必要な表計算アプリ。 
 ・ペンタブレット。添削や遠隔授業中の板書，PDF への書き込みなどに使用。 











るようにする。最初は携帯電話で「自撮り」したものを PC 経由で YouTube にアップしていたが，途
中で Zoom でのセルフ録画に切り替えたので資料提示や板書はかなり楽になった(15)。１つの動画の長
さは 10 分以内にとどめるように心がけた。10 分を超えてしまった場合はファイルを切るか，長い動
画であることを付記した(16)。 
 完成した動画を YouTube にアップロードした後はファイルを非公開（@mwu.jp にのみ公開）にす
る必要がある(17)。非公開処理ののち，動画リンクをコピーして「動画を追加」で「授業フォーム」に
組み込む。場合によっては複数の動画を連続して挿入することもある。 












































































 各大学での遠隔授業の方針が決定して以来，４月から５月にかけて各大学での Zoom 会議やセミナ
ー，遠隔授業の提案などが相次ぎ，少しずつ遠隔授業に対するイメージや知識が蓄積され，その後の
授業運営に大いに役立った。 
 その中でも特に私が影響をうけたのが 2020 年５月１日の Benesse 大学教職員向け WEB セミナー



















ある。武庫川女子大学では Classroom との親和性から Meet が推奨されたため，５月 13 日から「授
業フォーム」を中止し Google Meet を授業で導入した。実際に Meet の授業を始めてみると，予想外
に受講生の反応もよく，実際に Meet で韓国語を発音してもらったときは，指名した受講生が上手に
発音するので大変うれしかったものである。 
 ただ一方で，実施直後から「Wi-Fi 接続が不安定なので Meet の授業は望ましくない，元の形に戻し
てほしい」という強い要望は複数の受講生からあった。接続の問題だけではなく，同時双方向型遠隔
授業になじまない学生は少なからず存在する（20）。例えば６月８日には「Meet にアクセスしていない
人が 10 人以上います」というコメントと共に「授業フォーム」を提供している。 


























因を突きとめる時間が惜しいので，「授業フォーム」で使用した動画はすべてYouTube と Google ドラ
イブの両方にアップし，「授業フォーム」の動画のタイトルや説明のところに Google ドライブの共有
















の平均点数 89.5 点。 




















































































































































































                                                  
 
 











































                                                                                                                                                            





(8) 2020年４月17日付 学長・教務部長名『５月８日以降の授業の進め方について』。 
ただし，この文書を私が受け取ったのは４月20日である。 









(13) 2020 年４月 25 日付，27 日改訂 遠隔授業推進チーム名『遠隔授業を実施するにあたっての留意点（理想と現実）』
https://drive.google.com/file/d/1xh-4X7_2ES1YfH0rbuxiNOqLNjkfzdcc/view 

























                                                                                                                                                            
(21) 例えば『近畿大学韓国語講師懇談会』（2020年9月2日）における近畿大学総合社会学部須賀井義教准教授の発言な
ど。 
(22) 授業フォームや Web 上のテストに翻訳ソフトを利用して解答した学生とのメール等を通じての反応から判断すると，
彼ら彼女らの論理は「遠隔授業で理解が進まないし，質問もなかなかできない」→「合格点に達しそうにない」→「こ
の状況を打開しなければならない」→「教科書やノートを見ながら解いてもいいなら，翻訳ソフトを使ってもよい」
である。「単位を取るためには不正もやむなし」といった開き直りですらなく，「問題解決型学習」の結果，自分なり
に「翻訳ソフトを利用する」という結論にたどりついた，ということである。翻訳機や翻訳ソフトの性能向上とそれ
らの実社会におけるさまざまな活用を鑑みると，今日の外国語授業の意味や具体的な方法，到達すべき目標について
の再検討が求められているのかもしれない。 
(23) https://support.google.com/mail/answer/25922?co=GENIE.Platform%3DDesktop&hl=ja 
(24) 例えば，立命館大学教育開発推進機構主催『ＷＥＢ授業運営のためのオンラインサロン（第３回）』（2020年9月5
日）における立命館大学食マネジメント学部の阿良田真里子教授の事例紹介「パワポでの動画作成と manaba+R の利
用法」における発言や，滋賀県立大学主催Teams利用法研修会：第2回（2020年9月25日）における滋賀県立大学
人間文化学部の河かおる助教授の発言など。 
(25) 著作権フリーのイラスト集サイト「いらすとや」https://www.irasutoya.com/等を利用する手もある。 
(26) すでに述べたように，個人がドラマや映画の一場面をYouTubeにアップロードすることは著作権の関係から不可能で
ある。視聴してもらいたい場面のみに編集してGoogle Driveにアップし，受講生または大学内に限定をつけたリン
クを提供した。 
− 245−
